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第1回通常総代会開催  ―すべての議案、可決承認―

2017.07

創刊号

組合長理事あいさつ
長野県知事あいさつ
新役員紹介
第1回通常総代会開催
平成29年度組合基本方針
組織体制
お知らせ
これからのNOSAIに期待すること
新任職員の紹介



　
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
農
業

共
済
事
業
の
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
組
合
は
４
月
１
日
に
、
県
下
全
域
を
１

組
合
と
す
る
長
野
県
農
業
共
済
組
合
（
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
）と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。新
組

合
の
設
立
に
あ
た
り
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
関
係
各
位
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
私
た
ち
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
、
昭
和
22
年
の
制

度
施
行
以
来
、
共
済
金
の
支
払
い
等
を
通
じ

て
農
家
経
営
の
安
定
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
本
年
が
制
度
発
足
70
年
の
節
目
に
あ

た
る
と
と
も
に
、
平
成
31
年
産
か
ら
収
入
保

険
制
度
の
導
入
及
び
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
の
大

幅
な
見
直
し
と
い
う
、
制
度
始
ま
っ
て
以
来

最
大
の
変
革
期
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
情
勢
の
も
と
、
よ
り
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
制
度
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
と
と
も

に
、
収
入
保
険
制
度
導
入
と
制
度
見
直
し
に

向
け
て
、
制
度
70
周
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
「
備
え
の
種
を
ま
こ
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

活
動
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
、大
型
台
風
、集
中
豪
雨
、大
地
震
等
、

毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
大
き
な
自
然
災

害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

引
き
続
き
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
収
入
保
険
制
度
開
始
時
に
は
、
農

家
が
個
々
の
経
営
実
態
に
見
合
っ
た
制
度
を

選
択
し
て
、
経
済
的
損
失
が
補
て
ん
さ
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
役
職
員
一
同
、
組
合
員
の
皆
さ

ま
と
の
接
点
強
化
を
図
り
、
皆
さ
ま
か
ら
信

頼
さ
れ
る
「
長
野
県
農
業
共
済
組
合
」
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
県
内
の
農
業
共
済
団
体
の
合

併
に
よ
り
、「
長
野
県
農
業
共
済
組
合
」が
設

立
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
組
合
設
立
に
至
る
ま
で
の
間
の

関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
尽
力
に
対
し
て
、
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
農
業
共
済
制
度
は
、
農
業
災
害
補
償
法
に

基
づ
く
公
的
保
険
制
度
と
し
て
、
昭
和
22
年

の
制
度
発
足
以
来
70
年
余
に
わ
た
り
、
農
業

経
営
の
安
定
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
。

　
こ
と
に
近
年
は
、
台
風
や
豪
雨
等
に
よ
る

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
ほ
か
、
局
地

的
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
突
風
な
ど
が

発
生
す
る
頻
度
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
農
業

共
済
制
度
が
、
農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
と
し
て
果
た
す
役
割
は
、
益
々
重
要
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
県
全
域
を
一

つ
の
区
域
と
す
る
「
１
県
１
組
合
」
の
設
立

は
、
合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
し
、
運
営
基
盤
の
強
化
に
よ
る
安
定
し
た

事
業
運
営
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
が
全
県
統
一
的
に
提
供
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
長
野
県
農
業
の
持
続
的
な
発

展
に
寄
与
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　
本
県
で
は
、「
長
野
県
総
合
５
か
年
計
画
」

及
び「
長
野
県
食
と
農
業
農
村
振
興
計
画
」を

今
年
度
策
定
い
た
し
ま
す
。
農
業
・
農
村
を

取
り
巻
く
情
勢
が
大
き
く
変
わ
る
中
で
、
計

画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
組
合
及
び
組
合

員
の
皆
様
か
ら
忌き
た
ん憚

の
な
い
ご
意
見
・
ご
提

言
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
長
野
県
農
業
共
済
組
合

が
、
地
域
と
と
も
に
益
々
発
展
す
る
こ
と
を

ご
期
待
す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
の
皆
様
の

信
頼
に
応
え
、
農
業
経
営
の
安
定
と
発
展
に

貢
献
で
き
る
組
織
と
し
て
、
大
き
く
飛
躍
さ

れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

新
組
合
長
あ
い
さ
つ

新
組
合
の
発
足
に
寄
せ
て

組合長理事

羽田 健一郎
長野県知事

阿部 守一
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理事

理事

副組合長理事副組合長理事 組合長理事

理事

理事 理事 理事

理事理事

理事

副組合長理事常務理事

理事

理事

理事理事

理事理事

理事

代表監事

理事

理事

監事監事

新役員紹介

小
お ぐ ち

口 利
としゆき

幸
塩尻市

貴
き ぶ ね

舟　豊
ゆたか

大桑村

佐
さ さ き

々木 勝
まさる

佐久穂町

中
なかじま

島 完
か ん じ

二
安曇野市

坂
さかした

下 隆
たかゆき

行
上田市

西
にしはら

原 瀧
た き お

雄
高山村

小
こ い け

池 正
まさみつ

充
平谷村

越
こし

　吉
よしひろ

廣
須坂市

白
しろとり

鳥　孝
たかし

伊那市

宮
みやさか

坂 房
ふ さ お

雄
原村

井
いのうえ

上 弘
ひろゆき

之

笠
かさはら

原 兵
へ い き

紀
塩尻市

山
やまむら

村　弘
ひろし

坂城町

中
なかむら

村　靖
まもる

長野市

片
かたぎり

桐 孝
たかあき

明
飯島町

山
やまうら

浦 貞
さ だ お

雄
飯綱町

福
ふくざわ

澤 利
としひこ

彦
駒ケ根市

羽
は た

田 健
けんいちろう

一郎
長和町

仲
な か た

田 俊
としふみ

史
飯田市

池
い け だ

田　茂
しげる

中野市

太
お お た

田 清
きよはる

晴
松本市

茂
も て き

木 祐
ゆ う じ

司
御代田町

下
しもかわ

川 正
まさたけ

剛
白馬村

柳
やなぎだいら

平 千
ち よ か ず

代一
茅野市

松
まつなが

永 晋
しんいち

一
飯山市

内
ないとう

藤　勤
つとむ

上田市

　本年４月1日、長野県内４つの農業共済組合が合併し、長野県農業共済組合（NOSAI長野）
が発足しました。補償の充実、損害防止活動など、組合員の皆さまが安心して農業に取り組ま
れますよう、一層の農家支援事業の強化に努めてまいります。
※任期：平成29年7月1日〜平成32年6月30日

南信

南信

南信中信中信 中信

中信

中信

中信北信

北信

南信

南信

南信 南信

北信 北信学識経験者

東信

東信 東信 東信

東信

東信

北信

北信
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共済目的  戸数（戸）  金額（円）

麦 162 5,798,707

り ん ご 2,646 18,827,793

ぶ ど う 496 2,300,728

な 　 　 し 516 4,454,912

も 　 　 も 295 1,065,809

ばれいしょ・大豆 55 312,854

蚕 　 　 繭 10 29,370

合 　 　 計 4,180 32,790,173

無事戻金
　
本
年
６
月
の
「
収
入
保
険
制
度
導
入
と
農
業
災
害

補
償
制
度
の
見
直
し
」
に
係
る
法
律
改
正
に
よ
り
、

平
成
33
年
度
に
無
事
戻
し
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
廃
止
ま
で
の
間
、
組
合
員
だ
け
で
な
く
国

へ
の
支
払
い
義
務
も
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
共
済
金
支

払
財
源
と
な
る
積
立
金
の
一
層
充
実
を
図
る
た
め
、

当
組
合
に
お
い
て
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
全
事
業
に

つ
い
て
無
事
戻
し
を
中
止
し
ま
す
。
被
害
の
少
な
い

加
入
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率

の
適
応
に
よ
り
対
応
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
の
支
払
い
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

第1回通常総代会開催
—すべての議案、可決承認—

　

平
成
29
年
６
月
21
日
、
安
曇

野
市
「
安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン

モ
リ
ッ
ツ
」
で
第
１
回
通
常
総

代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
代
総
数
１
９
９
人
中
、
本

人
出
席
１
３
５
人
、
書
面
出
席

60
人
、
合
計
１
９
５
人
の
出
席

を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
佐
久
市
の
成
澤
健

司
総
代
が
選
任
さ
れ
、
提
出
し

た
12
議
案
及
び
付
帯
決
議
に
つ

い
て
慎
重
審
議
し
て
い
た
だ
き
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

議長

成
なるさわ

澤 健
け ん じ

司 総代

組合長理事

羽
は た

田 健
けんいちろう

一郎
長野県副知事

中
なかじま

島 恵
え り

理氏

全国農業共済協会長

髙
たかはし

橋 博
ひろし

氏

　

総
代
会
終
了
後
、
同
会
場
に

お
い
て
役
員
互
選
会
を
開
催
し
、

組
合
長
に
羽
田
健
一
郎（
長
和

町
）、
副
組
合
長
に
小
口
利
幸

（
塩
尻
市
）、
白
鳥
孝（
伊
那
市
）、

池
田
茂（
中
野
市
）、
常
務
理
事

に
井
上
弘
之（
学
識
経
験
者
）、

代
表
監
事
に
越
吉
廣（
須
坂
市
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
29
年
７
月
１
日

か
ら
平
成
32
年
６
月
30
日
ま
で
。

役
員
互
選
会
開
催

第 １ 号議案	 平成28年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算書並びに剰余金処分案及び
	 不足金処理案について
第 ２ 号議案	 平成29年度事業計画並びに収支予算案について
第 ３ 号議案	 平成29年度事務費の賦課及び徴収方法について
第 ４ 号議案	 役員、損害評価会委員、損害評価員及びNOSAI部長報酬について
第 ５ 号議案	 役員退任慰労金について
第 ６ 号議案	 無事戻金の支払いについて
第 ７ 号議案	 余裕金預け先金融機関について
第 ８ 号議案	 借入金最高限度額及び借入条件について
第 ９ 号議案	 理事、監事の選任について
第10号議案	 損害評価会委員の選任について
第11号議案	 家畜診療所運営委員の選任について
第12号議案	 建物共済連合会等事業責任安定化対策に係る契約（附属書）の一部変更について
付帯決議

可決・承認された議案のご報告

無
事
戻
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
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《支出》
合計

2,365,967

《収入》
合計

2,365,967

前年度繰越金 45,737

受取補助金
1,297,218

賦課金
131,369

受取利息
245,000

事業勘定からの受入
500,793

その他の収入
145,850

人件費
1,570,251

事務費（通信・印刷・
消耗品等）109,596

業務費（報酬・システム
委託等）137,028

普及推進費（事業奨励・
広報等）150,803

施設費（リース料・
維持経費等）153,240

損害評価費 43,458
損害防止費 79,309
その他の支出 122,282

平成29年度 業務収支予算

（単位：千円）

　
農
業
・
農
村
は
、
農
家
の
高
齢
化
や
集
落
の
人
口
減
少
、
大
規
模
農

家
等
と
小
規
模
農
家
の
二
極
化
が
進
み
、
農
地
集
積
、
６
次
産
業
化
な

ど
の
政
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
中
、
厳
し
い
状
況
に
晒さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
に
は
国
に
よ
る
米
の
生
産
数
量
目
標
配
分
の
廃
止
、

平
成
31
年
産
か
ら
の
収
入
保
険
制
度
の
導
入
及
び
農
業
共
済
制
度
の
見

直
し
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
変
動
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　
一
方
、
農
業
災
害
は
、
雹ひ
ょ
う
害
、
凍
霜
害
、
豪
雪
、
大
型
台
風
の
襲
来

及
び
地
震
災
害
な
ど
が
頻
発
し
て
お
り
、
農
家
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
と
し
て
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
役
割
は
よ
り
増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
当
組
合
で
は
、
農
業
構
造
の
変
化
へ

の
対
応
、
収
入
保
険
制
度
の
導
入
及
び
農
業
共
済
制
度
の
見
直
し
な
ど

に
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
む
体
制
づ
く
り
と
し
て
、
県
内
約
12
万
戸
の

組
合
員
の
負
託
に
応
え
る
た
め
均
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
補
償
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
全
国
運
動「
信
頼
の
き
ず
な
」未
来
に

つ
な
げ
る
運
動
と
連
携
し
、「
さ
ら
な
る
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
へ
」を
行
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
事
業
推
進
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
果
樹
共
済
を
中
心

と
し
た
加
入
率
の
引
き
上
げ
に
努
め
ま
す
。

　
収
入
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
人
材
育
成
と
加
入
推
進
に
備
え
た
地

盤
づ
く
り
を
、
農
業
共
済
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
改
正
内
容
の

迅
速
か
つ
的
確
な
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
業
務
運
営
の
合
理
化
・
効
率
化
と
業
務
の
改
善
を
行
う
と

と
も
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
を
よ
り
強
化
し
、
地
域
及
び
農
家

か
ら
信
頼
さ
れ
る
新
た
な
組
織
と
し
て
一
層
農
家
の
経
営
安
定
を
図
る

こ
と
を
基
本
方
針
と
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平
成
29
年
度 

組
合
基
本
方
針

共　済　目　的　等 引　　　受
本年度予定

共済金額
（千円）

農作物

水稲

一　　筆
2,866,824a

23,152,698
136,109,410kg

全 相 殺
19,506a

192,691
1,078,629kg

小　　計
2,886,330a

23,345,389
137,188,039kg

麦

一　　筆
100,497a

264,041
2,772,034kg

全 相 殺
33,945a

62,651
1,053,561kg

災害収入
120,383a

451,960
—

小　　計
254,825a

778,652
—

合　　　計
3,141,155a

24,124,041
—

家　畜

成　乳　牛 13,422頭 2,123,616
育 成 乳 牛 1,520頭 121,847
乳用子牛等 7,216頭 273,765

（胎児） 6,770頭 239,746
肥育用成牛 9,676頭 1,400,909
肥育用子牛 715頭 56,187

その他の肉用成牛 3,209頭 569,212
その他の肉用子牛等 3,244頭 187,853

（胎児） 3,101頭 166,518
一　般　馬 38頭 8,460
種　　　豚 986頭 24,980
肉　　　豚 1,900頭 12,400
包括共済計 41,926頭 4,779,229
種　雄　牛 9頭 4,400
種　雄　馬 3頭 1,000
個別共済計 12頭 5,400
合　　　計 41,938頭 4,784,629

果　樹

りんご

半相殺
短　　縮 51,853a 1,545,555
特定危険 105,573a 4,114,234

樹園地
短　　縮 8,997a 276,656
特定危険 54,126a 1,807,688

小　　計 220,549a 7,744,133

ぶどう

半相殺
一　　般 5,811a 263,316
短　　縮 13,796a 707,471
特定危険 2,520a 139,448

災害収入 778a 50,601

樹園地
短　　縮 3,168a 96,207
特定危険 2,910a 125,678

小　　計 28,983a 1,382,721

なし

半相殺
短　　縮 8,396a 417,471
特定危険 11,146a 660,304

樹園地
短　　縮 102a 2,800
特定危険 3,657a 180,482

小　　計 23,301a 1,261,057

もも

半相殺
短　　縮 7,286a 277,918
特定危険 1,488a 61,887

災害収入 796a 23,087

樹園地
短　　縮 1,389a 44,026
特定危険 100a 3,250

小　　計 11,059a 410,168

共　済　目　的　等 引　　　受
本年度予定

共済金額
（千円）

果　樹

かき
半相殺 短　　縮 2,678a 32,245

小　　計 2,678a 32,245

すもも
災害収入 2,840a 113,080
小　　計 2,840a 113,080

合　計

半相殺
一　　般 5,811a 263,316
短　　縮 84,009a 2,980,660
特定危険 120,727a 4,975,873

災害収入 4,414a 186,768

樹園地
短　　縮 13,656a 419,689
特定危険 60,793a 2,117,098

計 289,410a 10,943,404

畑作物

ばれいしょ 全 相 殺 150a 2,193

大豆
一　　筆 53,824a 185,958
全 相 殺 85,527a 314,872
小　　計 139,351a 500,830

そば 全 相 殺 61,210a 314,872

蚕　繭

春蚕繭

発芽期前
36箱

2,050
1,270kg

発 芽 期
1箱

52
30kg

小　　計
37箱

2,102
1,300kg

初秋蚕繭
28箱

1,290
875kg

晩秋蚕繭
36箱

1,960
1,240kg

計
101箱

5,352
3,415kg

合　　計 — 609,708

園芸施設

ガラス室 Ⅱ類（鉄骨・アルミ） 159棟 565,540

プラス
チック
ハウス

Ⅰ類（木・竹） 1棟 180
Ⅱ類（パイプ） 15,374棟 4,261,843
Ⅲ類（鉄骨下） 323棟 493,399

Ⅳ類
（鉄骨中）

甲（軟） 249棟 504,379
乙（硬） 273棟 856,854

Ⅴ類（鉄骨上） 205棟 458,020
Ⅵ類（雨よけ） 1,175棟 379,491

合　　　計 17,759棟 7,519,706

総　　　　　計 — 47,981,488

平成29年度 事業計画（引受規模と補償額）

１. 農作物、家畜、果樹、畑作物、園芸施設共済事業の規模

総共済金額（補償額）は、1兆5,550億円

２. 任意共済事業の規模
共済目的等 引　　　受

本年度予定 共済金額（千円）

建　物
建　　物

総　合 17,785棟 149,365,240

火　災 110,687棟 1,344,671,870

小　計 128,472棟 1,494,037,110

農機具 農機具損害 6,128台 12,600,000

農機具更新 267台 399,150

合　　　　　計 — 1,507,036,260
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上小支所
北部家畜診療所

南佐久支所
南部家畜診療所

更埴支所

北信地域センター

本所

家畜診療所

東信地域センター
中央家畜診療所

下伊那支所諏訪支所

木曽支所
南部家畜診療所

中信地域センター
松塩筑支所

安曇野支所
中北部家畜診療所

北アルプス支所

南信地域センター
上伊那支所

長野市

千曲市

松本市

安曇野市
上田市

東御市

岡谷市

飯田市

諏訪市

須坂市

小諸市

伊那市

駒ヶ根市

大鹿村

中野市
飯綱町

大町市

飯山市

茅野市

塩尻市

佐久市

佐久穂町

小海町

南牧村
南相木村

北相木村

川上村

軽井沢町

御代田町

長和町

立科町

青木村

下諏訪町

富士見町

原村
辰野町

箕輪町木曽町

飯島町

南箕輪村

中川村

宮田村

松川町

高森町

阿南町

阿智村

平谷村

根羽村

下條村

売木村 天龍村

泰阜村

豊丘村

上松町

喬木村

南木曽町

木祖村

王滝村

大桑村

麻績村

筑北村生坂村

山形村

朝日村

池田町
松川村

白馬村

小谷村

坂城町

小布施町
高山村

山ノ内町

木島平村

野沢温泉村

信濃町

小川村

栄村

東信地域センター

南信地域センター

中信地域センター

北信地域センター

中央家畜診療所

木曽支所
南部家畜診療所

松塩筑支所

安曇野支所
中北部家畜診療所

北アルプス支所

諏訪支所

上伊那支所

下伊那支所

上小支所
北部家畜診療所

更埴支所

家畜診療所

本所

南佐久支所
南部家畜診療所

監

事

理

事

常
務
理
事

参

事

副
組
合
長

組
合
長

組織機構図
※（　）内は係名を表す。

南
信
地
域
セ
ン
タ
ー

中
信
地
域
セ
ン
タ
ー

南
部
家
畜
診
療
所

中
北
部
家
畜
診
療
所

中
央
家
畜
診
療
所

南
部
家
畜
診
療
所

北
部
家
畜
診
療
所

総
務
部

事
業
部

新・NOSAI長野

東
信
地
域
セ
ン
タ
ー

﹇
全
域
﹈小
諸
市
、佐
久
市
、北
佐
久
郡

北
信
地
域
セ
ン
タ
ー

長
野
市
、須
坂
市
、中
野
市
、

飯
山
市
、上
高
井
郡
、下
高
井
郡
、

上
水
内
郡
、下
水
内
郡

更
埴
支
所

千
曲
市
、埴
科
郡

諏
訪
支
所

岡
谷
市
、諏
訪
市
、茅
野
市
、

諏
訪
郡

上
伊
那
支
所

伊
那
市
、駒
ヶ
根
市
、上
伊
那
郡

下
伊
那
支
所

飯
田
市
、下
伊
那
郡

北
ア
ル
プ
ス
支
所

大
町
市
、北
安
曇
郡

木
曽
支
所

木
曽
郡

松
塩
筑
支
所

松
本
市
、塩
尻
市
、

東
筑
摩
郡（
山
形
村
、朝
日
村
）

安
曇
野
支
所

安
曇
野
市
、

東
筑
摩
郡（
筑
北
村
、麻
績
村
、生
坂
村
）

上
小
支
所

上
田
市
、東
御
市
、小
県
郡

南
佐
久
支
所

南
佐
久
郡

南佐久郡南牧村海ノ口
1050-1
TEL.0267-96-2131

上田市芳田1817-2
TEL.0268-35-3333

佐久市塩名田390
TEL.0267-58-2580

千曲市上山田温泉4-15-1
千曲市役所上山田庁舎３階
TEL.026-214-3258

伊那市西春近2526
南信地域センター
TEL.0265-73-2195
上伊那支所
TEL.0265-73-2221

飯田市鼎下山331
TEL.0265-23-7600

茅野市宮川4392-1
TEL.0266-73-3211

木曽郡木曽町福島2420-2
TEL.0264-24-2367

松本市島内1666-777
中信地域センター
TEL.0263-40-2500
松塩筑支所
TEL.0263-40-2503

安曇野市堀金烏川2661-2
TEL.0263-72-5192

大町市大町1630-1
TEL.0261-22-8488

長野市豊野町豊野631
長野市豊野支所庁舎２階
TEL.026-219-2890

長野市大字中御所字
岡田79-5
TEL.026-217-5800

中野市三好町1-4-28
TEL.0269-38-1113

事
業
第
二
課

事
業
第
一
課

企
画
情
報
監
理
課

経
理
課

総
務
課

総
務
課

事
業
第
二
課

事
業
第
三
課

事
業
第
一
課

（
事
業
係
）

（
事
業
係
）

（
事
業
係
）

（
庶
務
係
／
診
療
指
導
係
）

（
庶
務
係
／
診
療
指
導
係
）

（
庶
務
係
／
診
療
指
導
係
）

（
建
物
農
機
具
事
業
係
）

（
建
物
農
機
具
管
理
係
）

（
家
畜・果
樹・園
芸
施
設
係
）

(

農
畑
作
物・建
物
農
機
具
係
）

（
家
畜・果
樹・農
機
具
係
）

（
農
畑
作
物・園
芸
施
設・建
物
係
）

（
家
畜・果
樹
係
）

(

農
畑
作
物・園
芸
施
設・建
物
農
機
具
係
）

（
家
畜・果
樹
係
）

(

農
畑
作
物・園
芸
施
設・建
物
農
機
具
係
）

（
庶
務
係
／
診
療
指
導
係
）

（
庶
務
係
／
診
療
指
導
係
）

（
家
畜
係
）（
畑
作
物
係
）

（
農
作
物
係
）

総
務
課

（
経
理
係
）

（
庶
務
係
）

事
業
課

（
建
物
農
機
具
係
）

（
家
畜
係
）

（
果
樹・園
芸
施
設
係
）

（
農
畑
作
物
係
）

総
務
課

（
庶
務
係
）（
経
理
係
）

事
業
課

（
家
畜・果
樹
係
）

（
農
畑
作
物・園
芸
施
設・建
物
農
機
具
係
）

（
園
芸
施
設
係
）（
果
樹
係
）

（
庶
務
係
）（
経
理
係
）

（
建
物
農
機
具
係
）

（
園
芸
施
設
係
）

（
果
樹
係
）

（
家
畜
係
）

（
農
畑
作
物
係
）

（
園
芸
施
設・建
物
農
機
具
係
）

（
果
樹
係
）

（
家
畜
係
）

（
農
畑
作
物
係
）

（
建
物
農
機
具
係
）

（
果
樹・園
芸
施
設
係
）

（
農
畑
作
物・家
畜
係
）

総
務
課

（
経
理
係
）

（
庶
務
係
）

事
業
第
一
課

（
園
芸
施
設
係
）

（
農
畑
作
物
係
）

事
業
第
二
課

（
家
畜
係
）

（
果
樹
係
）

事
業
第
三
課

（
建
物
農
機
具
係
）

家
畜
診
療
所

（
庶
務
係
／
診
療
指
導
係
）

北
信
地
域

中
信
地
域

南
信
地
域

東
信
地
域

本
　
　所

（
人
事
係
）

（
庶
務
係
）

（
財
務
係
）

（
経
理
係
）

（
畑
作
物
係
）

（
果
樹
係
）

（
農
作
物
係
）

（
監
理
係
）

（
シ
ス
テ
ム
運
用
係
）

（
広
報
係
）

（
企
画
係
）

（
建
物
農
機
具
係
）

（
園
芸
施
設
係
）

（
家
畜
係
）
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I N F O R M A T I O N

　
全
国
農
業
共
済
協
会
は
、
今
年
12
月
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
制
度
70
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
新
た
な
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
ロ
ゴ
を
決
定
し
ま
し
た
。

■
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　
「
備
え
の
種
」は
、農
業
共
済
制
度
と
収
入
保
険
制

度
及
び
被
害
の
未
然
防
止
に
取
り
組
む
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
支
援
活
動
等
を
表
現
。「
種
を
ま
こ
う
」は
、

す
べ
て
の
農
業
者
に
対
し
て
両
制
度
を
普
及
し
て
い

く
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
の
決
意
を
示
し
て
い
ま
す
。

■
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン

　
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
大
地
か

ら
芽
吹
く
植
物
を
配
置
し
、
配
色

の
基
調
を
す
べ
て
植
物
の
特
徴
色

で
あ
る
緑
と
し
、
双
葉
を
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
グ
リ
ー
ン
、
大
地
を
濃
い
目

の
オ
レ
ン
ジ
で
表
現
し
ま
し
た
。

　
「
水
稲
共
済
細
目
書
（
農
家
控
）」、

「
掛
金
納
入
通
知
書
」を
郵
送
も
し
く

は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
さ
ん
を
通
じ
て

お
配
り
し
て
い
ま
す
。
お
手
元
に
届

き
ま
し
た
ら
、
記
載
内
容
を
十
分
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
記
載
内
容
に
誤
り
や
変
更

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
該
当
箇
所
を

お
近
く
の
地
域
セ
ン
タ
ー
も
し
く
は

支
所
に
連
絡
す
る
か
、
同
封
い
た
し

ま
し
た
書
類
に
提
出
方
法
の
記
載
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
い
た
だ
き
、

ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

記
載
内
容
に
変
更
が
な
い
場
合
、

お
配
り
し
た「
水
稲
共
済
細
目
書（
農

家
控
）」は
各
戸
で
大
切
に
保
管
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
ご
不
明
な
点
な
ど
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
地
域
セ

ン
タ
ー
も
し
く
は
支
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
家
畜
共
済
に
ご
加
入
の
皆
さ
ん
は
、

家
畜
の
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
ら
、

直
ち
に
獣
医
師
に
連
絡
し
、
診
断
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
廃
用
事
故
の
場

合
は
事
故
家
畜
の
肉
代
等
精
算
書
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
な
共

済
金
支
払
を
行
う
た
め
に
、
速
や
か

に
肉
代
等
精
算
書
を
提
出
い
た
だ
け

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
家
畜
の
販
売
・
購
入
、
ま
た
子
牛

の
出
生
な
ど
飼
養
家
畜
に
異
動
が
あ

っ
た
時
に
は
、
家
畜
共
済
係
ま
で
必

ず
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
牛
の
異
動

で
は
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
の
届
出

も
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
家
畜
共
済
で
は
基
本
的
に
飼
養
さ

れ
て
い
る
牛
・
馬
・
豚
、
す
べ
て
の

ご
加
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
牛

の
胎
児
・
子
牛
や
種
・
肉
豚
の
事
故

に
対
す
る
補
償
も
勧
め
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
加
入
の
ご
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

29
年
産
果
樹
の
被
害
申
告
に
つ
い
て

　
本
年
産
の
被
害
申
告
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　
被
災
し
た
際
は
園
地
の
被
害
状
況

を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
収
穫
時
に

加
入
方
式
に
応
じ
た
減
収
（
半
相
殺

特
定
危
険
方
式
は
２
割
超
過
、
半
相

殺
総
合
方
式
・
樹
園
地
特
定
危
険
方

式
は
３
割
超
過
、
樹
園
地
総
合
方
式

は
４
割
超
過
）
が
見
込
ま
れ
る
場
合

は
被
害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
収
穫
開
始
後
の
被
害
申
告

は
適
正
な
損
害
評
価
が
で
き
な
い
た

め
共
済
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
収
穫
前
に
申
告
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
ご
注
意
願
い
ま
す
。

合
併
に
伴
う
変
更
内
容
に
つ
い
て

　

４
月
の
合
併
に
伴
い
、
果
樹
共
済

で
は「
り
ん
ご
」「
ぶ
ど
う
」「
な
し
」「
も

も
」の
４
樹
種
に
加
え
、一
部
の
組
合

で
の
み
引
き
受
け
を
実
施
し
て
い
た

「
か
き
」「
す
も
も
」に
つ
い
て
県
下
全

域
で
の
加
入
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、「
か
き
」は
半
相
殺
減
収
総

合
方
式
、「
す
も
も
」は
災
害
収
入
方

式
で
の
引
き
受
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
産
以
降
の
引
き
受
け
と
な
り

ま
す
が
、
加
入
条
件
・
補
償
内
容
な

ど
に
つ
い
て
は
お
近
く
の
地
域
セ
ン

タ
ー
も
し
く
は
支
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
近
年
で
は
暴
風
雨
、
降
雹ひ

ょ
う、

凍
霜
害
以
外
に
も
、
連
続
し
た
降
雨

に
よ
る
雨
害
湿
潤
害
、
高
温
障
害
に

よ
る
日
焼
け
果
の
発
生
、
病
虫
害
、

鳥
獣
害
な
ど
農
業
者
が
将
来
的
に
発

生
す
る
リ
ス
ク
を
予
見
す
る
こ
と
が

困
難
な
災
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
果
樹
経
営
を
実
現
す

る
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
、
す
べ
て
の
自
然
災
害
を
補
償
対

象
と
す
る「
総
合
方
式
」へ
の
加
入
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
リ
ス
ク
の
予
見
は
困
難
で
す
。
特

定
危
険
方
式
及
び
樹
園
地
単
位
方
式

は
、
平
成
33
年
ま
で
で
廃
止
と
な
り

ま
す
。

燃
焼
缶
の
注
文
に
つ
い
て

　
果
樹
共
済
の
加
入
者
、
ま
た
は
加

入
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
向
け
に
凍

霜
害
対
策
用
、
燃
焼
缶
「
燃
え
よ
農

魂
」
の
注
文
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
耐
久
性
抜
群
、
重
ね
ら
れ
る
の
で

収
納
も
便
利
で
す
。
サ
イ
ズ
は
高
さ

19
㎝
、
開
口
幅
12
㎝
、
半
生
の
せ
ん

定
枝
チ
ッ
プ
４
０
０
ｇ（
半
分
に
切
っ

た
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
代
用

可
）
と
灯
油
1.2
ℓ
で
約
３
時
間
の
燃

焼
が
可
能
で
す（
使
用
ガ
イ
ド
付
）。

　
１
缶
価
格
約
１
、０
１
３
円（
税
込
）

の
予
定
で
す
が
、
栽
培
面
積
等
に
応

じ
て
購
入
費
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
８
月
中
旬
ま
で
）。

　
強
風
や
大
雪
な
ど
自
然
災
害
に
よ

る
ハ
ウ
ス
へ
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
場

合
、
た
だ
ち
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
事
故

発
生
の
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
緊
急
に
修
繕
等
が
必
要
な

場
合
は
、
そ
の
旨
を
合
わ
せ
て
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
の
損
害
評
価
時
に
部
材
等
の
実

物
で
損
傷
箇
所
等
を
確
認
で
き
な
い

場
合
は
、
損
害
評
価
を
行
え
ず
、
共

済
金
を
支
払
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
修
繕
前
の
部
材
、
張
り
替

え
前
の
被
覆
材
等
を
損
害
評
価
終
了

ま
で
廃
棄
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　
迅
速
か
つ
適
正
な
損
害
評
価
と
共

済
金
の
早
期
支
払
い
に
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
建
物
共
済
で
は
、
落
雷
に
よ
る
家

電
製
品
な
ど
へ
の
被
害
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
落
雷
に
よ
る
建
物
設
備
、

テ
レ
ビ
、
電
話
な
ど
の
電
化
製
品
な

ど
に
故
障
が
発
生
し
た
場
合
は
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
契
約
の
内

容
に
よ
り
補
償
の
対
象
と
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
農
機
具
共
済
で
は
、
作
業
中
の
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
が
横
転
な
ど
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
作
業
前
に
危

険
箇
所
を
確
認
し
、
無
理
な
操
作
は

せ
ず
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
被
害
金
額
が
少

な
い
場
合
に
は
、
共
済
金
が
支
払
わ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

N O S A I 長 野 か ら の お 知 ら せ
　
農
林
水
産
省
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
発
信
し
て

い
ま
す
。

●
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
組
織
・
政
策
→
経
営
局
→
農
業
災
害
補
償
制
度
の

ペ
ー
ジ
→
収
入
保
険
制
度
の
導
入
及
び
農
業
災
害

補
償
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

●
農
林
水
産
省
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

　
農
水
省
・
農
業
経
営
者
ｎ
ｅ
ｔ

●
農
林
水
産
省
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

　
・
農
業
担
い
手
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

　
・
青
年
新
規
就
農
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

［
大
賞
］

野
良
へ
行
く 

麦
藁
帽
子
に 

詩
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
山
市
／
高
橋 

き
み

［
準
賞
］

記
念
樹
を 

見
上
げ
私
の 

幾
山
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
山
市
／
小
野 

し
ま

秋
の
農
良 

つ
る
べ
落
と
し
に 

急
か
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
野
市
／
酒
井 

房
子

［
農
民
賞
］

農
暦 

日
和
が
よ
く
て 

種
を
蒔
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
綱
町
／
羽
入
田 

馨

［
ユ
ー
モ
ア
賞
］

断
捨
離
と 

決
め
て
い
た
け
ど 

欲
が
出
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
野
市
／
宮
下 

ひ
で
子

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
70
周
年

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
ロ
ゴ
決
定

収
入
保
険
制
度
導
入
と
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

制
度
見
直
し
の
最
新
情
報

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

現在ご加入いただいている各
共済事業の契約は、新組合に
そのまま引き継がれます。
詳しくは、最寄りのNOSAI
各地域センター・支所へお問
い合わせください。

各共済の
お知らせ

ほ
く
し
ん
川
柳

平
成
28
年
度
年
間
賞

石
田
一
郎 

選

平
成
29
年
産
水
稲
の
作
付
面
積
の
確
認

と
共
済
掛
金
等
の
納
入
の
お
願
い

　
平
成
29
年
５
月
19
日
に
発
生
し
た
飯
山
市
井
出
川
山
腹
崩
落
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
皆
様
方
、
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
の
降
雹
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

水
稲
共
済

果
樹
共
済

園
芸
施
設

共
済

建
物
共
済

農
機
具

共
済

家
畜
共
済
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現
在
、
兼
業
農
家
と
し
て
水
稲
と
ソ
バ
を
作
付
し

て
い
ま
す
。
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
好
き

な
農
業
な
の
で
体
力
が
続
く
限
り
や
っ
て
い
き
た
い

で
す
し
、
こ
の
地
元
の
田
園
風
景
を
次
の
世
代
ま
で

何
と
か
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
持
ち
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
パ
セ
リ
と
か
新
し

い
作
物
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

私
も
農
協
で
働
い
て
い
る
時
に
合
併
を
経
験
し
ま

し
た
。
大
変
な
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
こ
れ

ま
で
と
変
わ
ら
ず
現
場
・
農
家
の
声
を
大
事
に
し
て
、

地
元
密
着
の
小
回
り
の
利
く
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
農
家
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
く
な
る
中
で
、
市
町
村
・
農
協
等
の
関
係
機

関
と
協
力
し
な
が
ら
農
家
を
守
る
組
織
と
し
て
さ
ら

な
る
発
展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

出
身
は
千
葉
県
で
す
。
毎
年
、
中
央
ア
ル
プ
ス
駒

ヶ
岳
の
千
畳
敷
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に

信
州
に
魅
了
さ
れ
、
５
年
ほ
ど
前
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

を
辞
め
て
箕
輪
町
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
農
業

は
未
経
験
で
し
た
が
関
係
機
関
を
は
じ
め
多
く
の
方

に
ご
助
力
を
い
た
だ
き
、
現
在
に
至
り
ま
す
。
今
後

は
畑
を
通
じ
て
楽
し
い
こ
と
を
発
信
し
て
い
き
た
い

で
す
。「G

rapple TA
KA

D
A

」
と
い
う
名
前
で

Facebook

を
や
っ
て
い
る
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
一
度
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
災
害
時
に
助
け
て
い
た
だ
け
る
こ

と
が
心
強
い
で
す
。
最
近
、
異
常
気
象
が
全
国
各
地

で
毎
年
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
時
の
気

象
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

果
樹
共
済
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

方
に
は
加
入
の
際
、
園
地
を
確
認
い
た
だ
き
ま
す
が
、

自
分
で
栽
培
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
に
も
役
立
っ
て

い
ま
す
。
地
域
農
家
の
元
に
来
て
顔
を
合
わ
せ
て
話

を
す
る
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
は
続
け
て
も
ら
い
た
い
。

　

共
済
は
万
が
一
の
災
害
に
遭
っ
て
も
、
マ
イ
ナ
ス

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
を
防
ぐ
重
要
な
存
在
だ
と
思

い
ま
す
。
合
併
に
よ
り
事
業
運
営
が
安
定
し
た
と
思

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
農
業
経
営
を
し
っ

か
り
と
支
え
る
組
織
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
、
広
報
な
ど
で
損
害
防
止
に
取
り
組
む
農
家

の
工
夫
を
多
く
紹
介
し
て
ほ
し
い
で
す
。
地
区
で
は

カ
ラ
ス
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
被
害
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
罠
や
薬
剤
で
被
害
を
防
ぐ
方
法
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
の
工
夫
は
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

農
家
の
た
め
に
な
る
情
報
発
信
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
の
中
で
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
頼
り
に
す
る
経
営

で
は
う
ま
く
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
う
は
言
っ
て
も
天
候
が
読
め
な
い
最
近
の
状
況
の

中
で
は
万
が
一
の
被
害
に
備
え
て
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度

は
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
現
状
を
み
れ
ば
、
従
事
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
等
で
農
業
の
生
産
量
が
減
退
し
て
い
る
中

で
の
組
織
の
合
理
化
、
効
率
化
は
良
い
と
思
い
ま
す

が
、
組
織
が
新
し
く
大
き
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
被

害
に
対
し
て
は
今
ま
で
ど
お
り
迅
速
に
対
応
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
園
芸
施
設
共
済
に
関
し
て
は
、
最
近
の
補

償
は
充
実
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
農
業
全

般
の
災
害
補
償
内
容
の
充
実
向
上
を
希
望
し
ま
す
。

厳
し
い
農
業
情
勢
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
農
業
振
興

を
陰
で
支
え
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
対
し
期
待
と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
す
。

　

農
家
に
と
っ
て
、
農
業
共
済
は
そ
れ
ほ
ど
必
要
で

あ
る
の
か
？
漠
然
と
そ
ん
な
疑
問
を
感
じ
て
い
た
中
、

大
き
な
降
雹
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
果
実
が
被
害
に
遭
い
、
ひ
ど
く
落
胆
し

ま
し
た
が
、
農
業
共
済
に
加
入
し
て
い
た
こ
と
に
よ

り
、
農
業
収
入
は
補
填
さ
れ
、
必
要
以
上
に
心
配
す

る
こ
と
な
く
心
の
安
定
が
保
た
れ
た
こ
と
が
何
よ
り

で
、
農
業
共
済
の
あ
り
が
た
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
回
よ
り
４
地
区
が
合
併
し「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
」

に
変
わ
り
、
よ
り
広
い
地
域
か
ら
多
く
の
組
合
員
さ

ん
で
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
き

な
災
害
に
も
よ
り
良
く
対
応
し
て
い
く
心
強
い
農
業

共
済
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
が
損
害
評
価
員
を
務
め
て
気
に
な
っ

た
こ
と
は
、
同
じ
よ
う
な
被
害
を
受
け
た
の
に
、
損

害
評
価
員
に
よ
っ
て
格
差
を
感
じ
る
と
の
声
で
し
た
。

　

組
織
が
大
き
く
な
る
中
、
組
合
員
さ
ん
の
不
満
が

つ
の
ら
ぬ
よ
う
、
一
層
の
指
導
を
お
願
い
し
た
い
で

す
。

　

私
は
中
山
間
地
域
に
住
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
農

業
は
畜
産
と
高
原
野
菜
が
主
で
す
が
、
農
業
後
継
者

不
足
が
深
刻
で
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
農
作
物
や
畜
産
の
技
術
指
導
員
も
身
近
に

い
な
い
の
で
、
新
し
い
団
体
と
な
っ
た
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

長
野
に
は
少
し
で
も
農
業
被
害
が
減
る
よ
う
災
害
未

然
防
止
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
業
専
門
技
術
を

持
っ
た
学
生
を
採
用
し
、
若
手
職
員
に
は
研
修
等
で

農
業
技
術
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
農
家
の
リ
ス
ク
を
減

ら
せ
る
優
れ
た
人
材
を
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
県
内
の
組
合
が
合
併
し
た
こ
と
で
職
員
配

置
が
流
動
的
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
域
の

実
情
に
即
し
た
適
材
適
所
を
希
望
し
た
い
で
す
。

　

組
合
の
合
併
は
事
業
の
合
理
化
、
迅
速
な
損
害
評

価
が
可
能
に
な
る
の
で
た
い
へ
ん
意
義
の
あ
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

ど
こ
の
農
家
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
が
、
損
害
評
価
員
で
も
目
立
ち
ま
す
。

負
担
軽
減
の
た
め
に
、
評
価
方
法
の
合
理
化
を
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

　

損
害
評
価
で
地
域
を
回
っ
て
い
る
と
、
鳥
除
け
の

ネ
ッ
ト
や
獣
害
対
策
の
電
気
柵
な
ど
が
不
十
分
な
圃

場
も
散
見
さ
れ
ま
す
。
損
害
防
止
は
、
農
家
が
努
力

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
鳥
獣
害
対
策
に
役
立

つ
情
報
や
資
材
の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と

あ
り
が
た
い
で
す
。

　

組
織
が
拡
大
し
て
も
組
合
員
へ
の
対
応
が
疎
か
に

な
ら
な
い
よ
う
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
ど
の
地
域

で
も
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
、
農
家
に
喜

ば
れ
る
組
織
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

我
が
家
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
水
稲
育
苗
と

ト
マ
ト
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

水
稲
は
苗
を
受
託
し
て
生
育
管
理
を
し
て
お
り
、

ト
マ
ト
は
毛
苗
仮
植
し
て
か
ら
収
穫
ま
で
を
行
っ
て

い
ま
す
。
本
年
は
、
も
の
す
ご
い
強
い
風
の
た
め
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
耐
え
ら
れ
る
の
か
大
変
不
安
で
し

た
。
昨
年
12
月
と
今
年
２
月
に
強
風
に
あ
お
ら
れ
、

天
井
ビ
ニ
ー
ル
が
破
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
被
害

が
出
た
と
き
の
農
業
共
済
の
職
員
の
皆
様
の
迅
速
な

対
応
で
、
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

農
業
共
済
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、

自
分
に
必
要
な
共
済
は
職
員
の
皆
様
と
相
談
し
、
加

入
し
て
い
ま
す
。
共
済
は
こ
れ
か
ら
も
突
然
や
っ
て

く
る
災
害
の
お
守
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
加
入
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
の
た
め

に
ご
尽
力
し
て
い
た
だ
き
、
良
い
農
業
共
済
制
度
と

な
っ
て
い
く
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

組合員からのメッセージこれ から の N O S A I   に 期 待 すること

茅野市

両
もろずみ

角 敏
としゆき

幸さん（66歳）

箕輪町

高
た か だ

田 知
ともゆき

行さん（48歳）

中野市

高
たかはし

橋 真
しんいちろう

一郎さん（47歳）

佐久穂町

小
こ す だ

須田 重
しげよし

良さん（65歳）

松本市

田
た な か

中 武
たけひこ

彦さん（57歳）

大桑村

瀬
せ わ き

脇 進
すすむ

さん（68歳）

長野市

下
しもじょう

条 至
いたる

さん（78歳）

佐久市

井
い で

出 賢
けんいち

一さん（70歳）

農家の声を大切に!気象変化への

柔軟な対応を!

縁の下の力持ちに

エール!心強い農業共済を期待! 農業技術を持つ

職員が増える

ことを期待!

農家に喜ばれる

組織を期待!
ためになる

情報発信を!

農業共済は、

お守りのひとつ !
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組
合
広
報
紙「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
な
が
の
」創
刊

号
を
発
行
し
ま
し
た
。
年
４
回
発
行
し
ま
す

の
で
、
ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
マ
ス
コ
ッ
ト
の
「
ノ
ー
サ
イ

く
ん
」が「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１

７
／
企
業
・
そ
の
他
ゆ
る
キ
ャ
ラ
部
門
」に
エ

ン
ト
リ
ー（
№
１
８
７
）し
ま
し
た
。
８
月
１

日
か
ら
の
投
票
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｋ
）

編
集
後
記

新任職員の紹介
平成29年４月１日付けで採用となりました。どうぞ、よろしくお願いします！

　経理を担当させていただいてお
ります。長崎県出身で、長野県で
まだ片手で数えられるほどの年数
しか暮らしていません。仕事や生
活を含め、勉強の日々ですが、先
輩方から学ばせていただきたいと
考えています。

　果樹共済を担当させていただい
ております。各農家さんや果樹園
を回る中で、作物ができるまでに
いろんな工程や苦労、工夫がある
ことを知り、食べ物に対する感謝
がより深まりました。これからよ
ろしくお願いします。

本所

中信地域センター

総務部
経理課経理係

近
こんどう

藤 里
り ほ

穂

松塩筑支所
家畜・果樹係

田
た の ぐ ち

野口 真
ま り

理

　農畑作物・家畜係を担当させて
いただいております。安曇野市堀
金出身です。高校、大学と農業に
ついて学んできたのでその知識を
最大限に活かし、一生懸命頑張っ
ていきたいと思います。よろしく
お願いします。

　家畜・果樹係を担当させていた
だいております。毎日が勉強の日々
ですが、農家の皆さんのお役に立
てるよう自分ができることを精一
杯発揮し、早く先輩達を追い越せ
るようになりたいです。よろしく
お願いします。

南信地域センター

中信地域センター

諏訪支所
農畑作物・家畜係

百
も も せ

瀬 瞳
ひとみ

安曇野支所
家畜・果樹係

山
やまぐち

口 拓
た く や

哉

　果樹共済を担当させていただい
ております。まだ慣れないことば
かりですが、農業についての知識
を身に付け、これから少しでも組
合員の皆さんのお力になれるよう
に頑張っていきたいと思います。
よろしくお願いします。

　獣医師としてまだまだ未熟な私
ですが、畜産農家の皆さまの役に
立てるようがんばっていきたいと
思っております。どうかよろしく
お願いします。

中信地域センター

北信地域センター

松塩筑支所
家畜・果樹係

芳
よしかわ

川 智
ち あ き

明

家畜診療所
診療指導係

（兼）庶務係

二
にのみや

宮 歌
う た こ

子

このパンフレットは、見やすい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。
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退
職
と
な
っ
た
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
３
月
31
日
付

■
旧
長
野
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会

　
久
保
田 

昌
之（
総
務
課
調
査
役
）

　
松
沢 

裕
一（
事
業
第
一
課
調
査
役
）

■
旧
南
信
農
業
共
済
組
合

　
髙
井 　

学（
参
事
）

　
向
山 

達
男（
総
務
課
長
）

　
小
嶋 

和
明（
下
伊
那
支
所
長
）

　
福
島 

保
典（
下
伊
那
支
所
係
長
）

 

■
旧
中
信
農
業
共
済
組
合

　
松
岡 

俊
明（
北
ア
ル
プ
ス
支
所
長
）

　
中
田 

隆
夫（
事
業
課
第
１
係
長
）

平
成
29
年
5
月
31
日
付 

　
藤
牧 

奈
穂
子（
本
所
総
務
課
主
任
）

退
職
職
員

http://www.yurugp.jp/vote/detail.php?id=00003475


